
特許庁ホームページ　意匠審査便覧付属書A「意匠審査基準」参考審判決例集
「意匠法第4条第1項の規定を適用するための要件」掲載例

審判決の抜粋に補足付加し、各1～ 2頁にまとめられている。

https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/design/isyou_binran/
document/index/isho-binran-fuzoku-a-02.pdf

2 意匠制度研究

1．	はじめに
　令和4年度開催の意匠制度小委員会及び令和5年8
月30日開催の第22回意匠審査基準ワーキンググルー
プでの議論に関連した要望をふまえて、令和5年12
月、「意匠審査基準」の適用を検討する際の参考資
料として審査官や制度ユーザーに提供する参考審判
決例集である「意匠審査便覧付属書A」に、新たに「意
匠法第4条第1項の規定を適用するための要件」に関
する審判決例が掲載されました。
　本記事では、上記付属書Aや裁判所の裁判例検索、
J-PlatPatへのアクセスの一助となればという思いか

ら、筆者が調査した意匠法第4条第1項の適用に関し
て参考となる審判決例を、意匠事案だけでなく特許
事案と実用新案事案も含めて採り上げて紹介文的に
まとめました。
　なお、本記事では原文等の引用については最小限
とし、審判決例の事件番号を記載するとともに、必
要に応じて、意匠審査基準や上記付属書Aの該当箇
所に関する情報も記載しています。
　また、本記事の記載は、本誌発行時点における内
容になりますので、その点につきましてはご注意い
ただければと思います。
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